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本
書
は
、
法
政
大
学
名
誉
教
授
村
上
直
氏
と
そ
の
門
下
生
で
あ
る
外
山
徹

氏
、
岩
橋
清
美
氏
、
吉
岡
孝
氏
に
よ
っ
て
、
高
尾
山
薬
玉
院
の
歴
史
を
、
薬

玉
院
文
書
を
も
と
に
、
「
第
一
溝
戦
国
期
の
文
書
」
か
ら
「
第
四
三
識
薬

玉
院
本
堂
の
再
建
」
ま
で
の
溝
に
分
け
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
研
究
の

専
門
書
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
一
般
書
と
し
て
も
読
め
る
よ
う
配
慮
の
な
さ

れ
た
一
書
で
あ
る
。

ま
ず
本
書
が
出
版
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
簡
単
に
記
し
て
お
き
た
い
。
高

尾
山
薬
玉
院
文
書
は
、
現
在
四
五
○
○
点
以
上
存
在
す
る
。
昭
和
六
一
年
二

九
八
六
）
七
月
か
ら
、
村
上
汝
氏
を
中
心
に
綱
査
川
が
結
成
さ
れ
、
平
成
四

年
（
一
九
九
二
）
三
月
に
か
け
て
二
五
七
一
一
一
点
を
整
理
し
、
一
一
一
項
目
別
の

分
類
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
中
の
七
一
四
点
に
つ
い
て
解
読
及
び
解
説

を
し
て
平
成
元
年
一
○
月
か
ら
平
成
四
年
三
月
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
の
が
、

「
高
尾
山
薬
王
院
文
書
」
（
法
政
大
学
多
摩
図
書
館
地
方
資
料
室
）
第
一
巻

～
第
三
巻
で
あ
る
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
高
尾
山
薬
王
院
文
書
を
理

村
上
直
編

『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
を
紐
と
く
』

な
お
、
武
田
万
里
子
氏
に
は
、
一
九
九
七
年
に
国
立
能
楽
堂
に
お
い
て
復

曲
上
演
さ
れ
た
能
〈
諏
訪
〉
の
詞
章
の
複
写
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
記
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
二
○
○
五
年
八
月
刊
一
八
四
頁
二
一
一
○
○
円
十
税
何
成
社
〕

法
政
史
学
第
六
十
五
号

木
村

一
侃

解
し
て
も
ら
う
た
め
に
平
成
一
○
年
一
○
月
に
出
版
さ
れ
た
の
が
、
「
近
世
高

尾
山
史
の
研
究
妄
名
著
出
版
）
で
あ
る
。
そ
し
て
薬
玉
院
文
書
を
多
く
の
人
々

の
共
有
財
産
と
し
て
、
歴
史
の
中
で
広
く
寺
院
の
果
た
し
た
役
割
を
再
確
認

し
て
い
き
た
い
と
連
載
さ
れ
た
の
が
｛
高
尾
山
報
」
で
あ
る
。
こ
の
連
載
は
、

平
成
一
○
年
八
月
か
ら
五
年
間
で
六
○
ｎ
に
及
ん
だ
。
こ
の
六
○
Ｍ
の
連
載

を
収
録
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

真
言
宗
智
山
派
大
本
山
で
あ
る
高
尾
山
薬
玉
院
有
喜
寺
は
、
成
川
山
新
勝

寺
、
川
崎
大
師
平
間
寺
と
共
に
、
関
東
三
川
の
一
角
を
占
め
る
名
刹
で
あ
る
。

飯
縄
大
権
現
を
本
尊
と
し
て
お
り
、
弘
法
大
師
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
不
動

明
王
像
が
現
存
し
て
い
る
。
戦
国
時
代
に
は
後
北
条
氏
に
よ
っ
て
厚
く
保
護

さ
れ
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
山
岳
信
仰
の
霊
場
と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
時
代
以
降
は
、
多
摩
地
域
の
発
展
と
密
接
な
関
係
を

も
ち
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

本
書
の
内
容
構
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
溝
戦
国
期
の
文
書

第
二
溝
上
杉
謙
信
の
関
東
遠
征

第
三
識
高
尾
山
と
北
条
氏
照

第
四
溝
高
尾
山
の
竹
木
伐
採
の
禁
阯

第
五
識
江
戸
幕
府
の
寺
院
政
策

第
六
溝
高
尾
山
中
の
通
り
抜
け
禁
止

第
七
溝
寛
永
の
薬
王
院
再
興

第
八
講
薬
王
院
の
寺
領
朱
印
高
の
確
定

第
九
講
山
林
の
利
用
と
争
い

第
一
○
講
寺
領
の
鉄
砲
取
締
り

五
一

一
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書
評
と
紹
介

第
一
九
講

第
二
○
講

第
二
一
講

第
二
二
講

第
一
一
三
識

第
二
旧
識

第
二
五
講

第
二
六
講

第
二
七
講

第
二
八
講

第
二
九
講

第
三
○
講

第
三
一
講

第
一
一
三
講

第
一
一
一
三
溝

第
一
一
講

第
一
二
講

第
一
三
溝

第
一
囚
講

第
一
五
講

第
一
六
講

第
一
七
講

第
一
八
講

談
林
の
再
興

不
思
議
な
帳
簿

江
戸
中
期
の
御
影
供
執
行

薬
王
院
と
紀
州
徳
川
家

高
尾
山
と
富
士
参
詣

寺
領
安
堵
状
の
更
新

報
恩
講
に
み
る
僧
侶
の
学
問

上
椚
田
村
・
上
長
房
村
の
百
姓
、
甲
州
道
中
に
鳥
居
を
建

て
る

将
軍
と
の
儀
礼

和
歌
山
藩
主
徳
川
重
倫
直
筆
書
状

湯
島
天
神
に
お
け
る
開
帳

紀
州
徳
川
家
と
薬
王
院

宝
筐
印
塔
建
立
と
足
袋
屋
清
八

飯
縄
大
権
現
に
せ
し
お
り
事
件

高
尾
山
の
信
仰
圏

出
開
帳
と
足
袋
屋
清
八

護
摩
札
配
札
の
取
次
者

一
ノ
鳥
居
の
再
建
と
半
原
大
工

京
都
大
覚
寺
と
薬
玉
院

薬
王
院
の
江
戸
で
の
信
徒
交
流

尾
張
徳
川
家
と
の
交
渉

琵
琶
滝
で
の
商
い

高
尾
山
内
で
の
茶
屋
商
い

第
三
四
講
両
国
回
向
院
に
お
け
る
開
帳

第
三
五
講
東
禅
寺
事
件
と
山
内
の
取
締
り

第
三
六
講
上
長
房
村
市
五
郎
、
行
沢
入
で
商
売
を
願
い
出
る

第
三
七
溝
薬
王
院
の
侍
奉
公
人

第
三
八
識
薬
玉
院
の
護
摩
札
配
札
行

第
三
九
講
村
の
高
尾
講

第
四
○
溝
高
尾
山
と
神
仏
分
離

第
四
一
講
十
九
世
紀
の
高
尾
山
境
内
伽
藍

第
四
二
講
明
治
二
十
一
一
一
年
の
届
開
帳

第
四
三
溝
薬
玉
院
本
堂
の
再
建

以
上
、
四
三
識
か
ら
成
り
、
各
講
は
、
四
～
一
○
頁
程
で
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
膨
大
な
史
料
の
中
か
ら
特
徴
的
な
古
文
書
を
選
び
、
そ
れ
に
説
明
を

加
え
た
も
の
で
あ
る
。
四
三
溝
の
文
書
分
類
項
目
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
本

書
の
「
閉
講
に
あ
た
っ
て
」
に
お
い
て
記
載
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
戦
国
期
」
が
三
、
「
寺
暦
・
住
職
」
が
一
、
「
諸
寺
院
」
が
一
、
「
末
寺
」
が

一
、
「
幕
府
・
明
治
政
府
」
が
四
、
「
紀
州
藩
」
が
三
、
「
寺
院
行
事
」
が
一
、

「
信
仰
」
が
九
、
「
寺
院
経
営
」
が
五
、
「
寺
中
」
が
六
、
「
寺
領
」
が
七
、
「
絵

図
」
が
一
、
そ
れ
以
外
と
し
て
第
四
三
溝
「
薬
玉
院
本
堂
の
再
建
」
が
新
史

料
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
内
容
が
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
紙
面
の
都
合

上
、
全
講
に
渡
る
言
及
に
は
無
理
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
高
尾
山
薬
王
院

の
江
戸
出
開
帳
と
個
人
の
高
尾
山
薬
王
院
に
対
す
る
信
仰
活
動
を
中
心
と
し

た
内
容
に
触
れ
て
い
き
た
い
。

高
尾
山
薬
王
院
有
喜
寺
と
同
じ
宗
派
（
真
言
宗
智
山
派
）
で
あ
る
成
川
山

新
勝
寺
は
、
筆
者
自
身
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
つ
で
あ
る
。
成
田
山
新
勝

五
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寺
も
薬
王
院
と
同
様
に
布
教
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
江
戸
に
お
い
て
出
開
帳

を
行
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
、
成
田
山
の
江
戸
出
開
帳
は
、
元
禄
一
六
年
（
’

七
○
三
）
か
ら
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
ま
で
の
間
で
一
○
回
開
催
さ
れ
て

い
る
が
、
場
所
は
全
て
深
川
永
代
寺
で
あ
っ
た
。

一
方
、
本
書
「
第
二
六
溝
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
尾
山
薬
玉
院
の
江

戸
出
開
帳
は
四
Ｍ
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
一
兀
文
三
年
（
一
七
三
八
）
四
Ⅱ

一
Ｈ
か
ら
本
所
大
仏
勧
化
所
の
八
○
Ⅱ
間
を
皮
切
り
に
、
寛
政
三
年
（
一
七

九
｜
）
三
月
一
五
日
か
ら
湯
島
天
神
に
お
い
て
六
○
日
間
、
文
政
四
年
（
一

八
二
一
）
一
一
一
月
一
Ｈ
か
ら
新
宿
太
宗
寺
に
お
い
て
七
一
一
一
日
間
、
最
後
は
文
久

元
年
（
一
八
六
一
）
一
一
一
月
三
日
か
ら
両
凶
川
向
院
に
お
い
て
六
○
Ⅱ
問
で
あ
っ

た
。
江
戸
出
開
帳
は
繁
華
な
地
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
全
て
別
の
場
所
で
あ
っ

た
。
両
寺
院
の
江
戸
出
開
帳
に
は
、
こ
の
よ
う
に
開
催
の
場
所
や
回
数
等
に

も
相
違
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
出
開
帳
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
に

よ
っ
て
特
徴
が
あ
る
。
各
地
域
の
寺
院
と
薬
玉
院
の
出
開
帳
の
在
り
方
を
比

較
・
検
討
す
る
こ
と
も
地
域
研
究
に
は
有
効
と
な
ろ
う
。

薬
玉
院
へ
の
信
仰
活
動
に
つ
い
て
興
味
深
い
の
は
、
「
第
一
一
三
溝
」
と
「
第

二
六
溝
」
を
中
心
に
登
場
す
る
足
袋
屋
清
八
と
い
う
存
在
で
あ
る
。
清
八
は
、

江
戸
赤
坂
裏
伝
馬
町
二
丁
Ⅱ
に
居
住
し
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
○
）
、
北
条
氏

康
が
高
尾
山
に
寄
進
し
た
宝
瞳
印
辮
が
大
風
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
折
に

は
、
清
八
が
願
主
と
な
り
世
話
人
九
人
で
再
建
し
た
。
そ
の
他
に
も
享
和
三

年
（
一
八
○
三
）
九
月
に
は
、
清
人
が
願
主
と
な
り
高
尾
山
の
傍
木
を
立
て
、

文
化
一
○
年
（
一
八
一
三
）
一
一
月
に
は
、
高
尾
山
路
の
石
標
を
千
人
町
に

建
設
し
て
い
る
。

高
尾
山
薬
王
院
の
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
一
一
一
月
か
ら
の
新
宿
太
宗
寺
に

法
政
史
学
第
六
十
五
号

お
い
て
の
出
開
帳
時
に
は
、
紀
州
藩
と
の
交
渉
役
を
勤
め
て
い
る
。
さ
ら
に

高
尾
山
信
仰
の
信
者
を
組
織
し
、
「
清
八
講
中
」
を
組
織
し
て
い
る
。
以
上
の

こ
と
か
ら
清
八
が
高
尾
山
薬
玉
院
の
熱
心
な
信
昔
の
一
人
で
あ
り
、
活
発
な

信
仰
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
明
向
で
あ
る
。

清
八
と
い
う
個
人
の
薬
王
院
へ
の
偏
仰
祇
動
が
、
具
体
的
に
文
書
に
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
の
価
値
は
大
き
い
。
開
帳
や
満
の
活
動
に
お
い
て
、
薬
王
院

へ
の
信
仰
を
、
個
人
が
ど
の
よ
う
に
表
し
て
い
た
か
が
確
認
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。

従
来
の
研
究
で
は
、
人
々
を
、
個
人
と
し
て
よ
り
も
集
団
と
し
て
と
ら
え

て
き
た
傾
向
が
あ
る
が
、
近
年
で
は
、
人
々
を
個
々
の
人
と
し
て
と
ら
え
、

そ
の
人
物
の
持
っ
て
い
る
個
性
、
人
格
を
検
討
し
、
当
該
期
の
時
代
像
に
位

置
づ
け
る
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
書
に
お
い
て
も
、
清
八
の
例
の
よ
う
に
、
個
人
を
中
心
に
取
り
あ
げ
て

い
る
文
書
が
残
さ
れ
、
解
説
さ
れ
て
い
る
識
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
集
川
で

は
と
ら
え
き
れ
な
い
個
性
や
人
格
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
読
者

の
探
求
心
や
想
像
力
を
よ
り
広
げ
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

も
と
よ
り
門
外
漢
の
筆
者
で
あ
る
が
、
薬
正
院
の
江
戸
出
附
帷
の
在
り
力

や
足
袋
屋
清
八
の
薬
王
院
に
対
す
る
具
体
的
な
信
仰
活
動
に
、
特
に
興
味
を

葱
か
れ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
き
た
。
本
書
は
、
前
述
し
た
と

お
り
、
各
講
ご
と
に
事
例
が
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
歴
史
研

究
者
は
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
に
興
味
を
も
つ
読
者
が
、
地
域
の
歴
史
を
紐
解
く

上
で
、
有
益
な
手
掛
か
り
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
一
冊
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

［
二
○
○
五
年
六
月
刊
一
一
一
一
二
頁
一
九
○
○
円
十
税
ふ
こ
ぐ
出
版
］

五
四
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